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慢性蕁麻疹は少なくとも 6 週間以上

すぐに消える膨疹、血管浮腫、もし



くは両方出現するものとして定義さ

れている。 
 
慢性蕁麻疹は強い痒み、QOL の低下

とともに高頻度で鬱、不安、睡眠障

害を伴う。 
 
これまでの所、慢性蕁麻疹でのいく

つかの治療に対する反応に伴った疾

患の程度と経過の評価は純粋に患者

の既往歴と報告された治療の結果に

基づいている。 
 
近年いくつかの報告ではあるパラメ

ータは潜在的に疾患と関連した生物

学的マーカと考えられることを示唆

している。 
 



さらにそのような生物学的マーカの

到来とともに新しい生物学的製剤が

慢性蕁麻疹のような潜在的難治疾患

治療の革新をきたしている。 
 
この論文の目的は疾患活動性、治療

に対する反応、疾患の自然経過のよ

うな慢性蕁麻疹の重要な側面と関連

した最も有望な生物学的マーカにつ

いてレヴューし、抗ヒスタミン薬抵

抗性の慢性蕁麻疹に対する最近使用

されるようになった薬剤もしくは現

在開発中の薬剤の作用メカニズムと

治療効果について述べた。 
 
これらの知識は慢性蕁麻疹患者を治

療し経過観察するために重要なイン

パクトをもたらすであろう。 



 
慢性蕁麻疹において最も期待できる

バイオマーカ 

 
 
この表では多くの生物学的マーカが

記載されていますが、保険の関係か

ら実際に日本で一般に使用できるの

は CRP、総 IgE、抗甲状腺抗体ぐら

いです。この表にはありませんが、



論文中にビタミン D が記載されてい

ます。ある論文（Rasool R Chronic 
urticaria merits serum vitamin D 
evaluation and supplementation a 
randomized case control study 
WAO Jounal 2015 8 15）では慢性蕁

麻疹患者では血中ビタミン D が低く、

ビタミン D を加えると改善したので、

ビタミン D 併用を勧めているものも

あります。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
慢性蕁麻疹治療における臨床上の生

物学的治療の現時点での概観 

 



最近使用されるようになったのは

Omalizmab（商品名：ゾレア）です。

抗 IgE 抗体です。難治性蕁麻疹に効

果があります。しかしそれ以外では

未だほとんど使用されていません。 


